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中小企業と都産技研が連携し
高容量・低コスト・長期保管可能な

「非常用空気電池」を共同開発
都産技研では、2017年から東京電業株式会社との共同研究により、非常用空気電池の開発をスタート。2018年には実
証試験セクターで環境試験、2019年にはデザイン技術グループでパッケージデザインを行い、同社から発売予定です

（2019年内）。他方、燃料電池や金属空気二次電池で使用される白金触媒の代替として、酸化物触媒やカーボン系触媒の研
究開発も同時進行。担当した先端材料開発セクターの立花 直樹 副主任研究員に経緯や今後の展望を聞きました。

も想定。非常に軽量ですので、へき地や高地、船
上にも無理なく持ち込めます。
　なお、発電時にはマグネシウムが反応し、水
酸化マグネシウムとなって容器内に溜まりま
す。この使用済み水酸化マグネシウムを新しい
マグネシウムに交換する構造にすれば、繰り返
しの発電も可能。技術的には十分に実現でき
ます。また、電極に使用する触媒の活性の向上
によってさらに小型化できると考えています。
将来的には病院や公共施設などで大型の非
常用電源に応用するなど、可能性は大きく広が
ります。
　本件は先端材料開発セクターが中心とな
り、実証試験セクター、デザイン技術グループ
と連携して開発を進めました。技術シーズの開
発だけでなく、製品化・事業化までトータルに支
援し、都産技研としての本領が発揮された好
例だと自負しています。

　　　ビーズミルで分散させた
　　　ナノ粒子触媒を白金代替に

　次世代の自動車をはじめ、多方面で注目さ
れる燃料電池や金属空気二次電池。その電
極の触媒には白金が用いられています。しか
し、白金は高コスト。都産技研では安価な代替
物質として「ペブロスカイト型酸化物」や「窒素
ドープ炭素材料」を用いた触媒の研究開発を
進めています。
　酸化物触媒の課題の一つは粒子の大きさ。
白金が数ナノであるのに対し、酸化物触媒を
量産に適した簡易な方法でつくると、数百ナノ〜

数ミクロン程度の塊に凝集してしまいます。こ
れでは触媒活性が低く、ロスが大きくなります。
理想は、触媒の粒子を分散させること。触媒は
表面積が大きく、分散しているほど活性が高い
からです。
　着目したのは、液体内で粒子にビーズを当て
て塊を分散させるビーズミルという手法。従来
型のビーズミル処理では0.1〜2 mmのビーズ
が使われていますが、「ペブロスカイト構造」と
いう結晶構造まで破壊してしまいます。しかし、
本研究により30 ミクロンという小径ビーズの
使用が可能に。結晶構造を壊さずに粒子径を
約10分の1にでき、活性は2.7倍に向上しま
した＊1。本研究は粉砕室の小さな試験機で行
いましたが、大容量の量産機を使用すればキ
ログラムオーダーの粒子の分散が簡易なビー
ズミル処理で可能になると考えています。

　　　カーボンナノ粒子触媒を用いた
　　　高出力電極を開発

　「窒素ドープ多孔性カーボンナノ粒子」＊2も
白金代替として期待されています。窒素を含ん
だシアナミドやメラミンという薬品をカーボンナノ
粒子に混ぜて熱処理を施すことで、白金に近い
性能を発揮する触媒が合成できます。すでに市
販の白金触媒を用いた電極をしのぐ高出力な
電極の開発にも成功しています。
　都産技研では今後、これらの研究成果を燃
料電池や金属空気電池などの共同研究のほ
か、オーダーメード開発支援にも展開させてい
きます。小径ビーズによるビーズミル処理は触
媒に限らず化粧品用途や電子材料用途など
の多様なナノ粒子の分散も可能です。化粧品
であればバイオ応用技術グループ、電子材料
であれば電気電子技術グループなどとの連携
が考えられます。ぜひ都産技研の総合力にご
期待ください。

　　　災害大国で需要が高まる
　　　非常用空気電池

　空気電池は、正極で空気中の酸素が化学
反応（還元反応）を起こし、もう一方の電極で
金属が酸化されることによって発電します。都
産技研と東京電業（株）が共同開発した空気
電池の出荷時の状態は、セルと呼ばれる容
器内にマグネシウム電極と空気中の酸素が
反応する電極（空気極）の二つの電極が入っ
ているだけ。付属の食塩を溶かした水をセル
に注ぐことで発電します。水道水のほか、雨水
や海水でも構いません。使用時に注水するた
め、持ち運びや保管時は非常に軽いことが特
長です。
　発電の要となる空気極には、低コストな炭素
材料を主に使用し、簡易なプロセスで従来品を
大きく上回る優れた性能と高い強度を実現させ
ました。USBケーブルで給電を行い、スマート
フォンなら約20台分の充電が可能です。
　実証試験セクターで、加速劣化試験、温
度サイクル試験といった環境試験を実施。電
極は繰り返し試作を行い、試験結果に応じて
改良を重ねました。加速劣化試験では、気温
65℃・湿度75%の環境で28日保管し、「気
温20℃で約10年間」相当の耐久性を確
認。安全性と長期保管に適した性能を達成
できたため、発売時には5年保証とする見込
みです。

備蓄需要からレジャー用途まで
多彩な応用展開が可能

　多くの人がスマートフォン充電用の電池で思
い浮かべるのはモバイルバッテリー（市販され
ているものはほぼリチウムイオン電池）ですが、数
年単位で放置すると自己放電し、また発火事故
も相次いでいることから備蓄には不向きと考えら
れます。一方、マグネシウム空気電池は、使用時
に食塩水を注水するため、保管中はほとんど劣
化せず、理論エネルギー密度はリチウムイオン電
池の十倍以上です。開発した電池は単三乾電池
に換算すると二百本ほどに相当します。
　想定している用途は、スマートフォン以外にも、
LEDライトや小型扇風機などに対するUSB経由
での充電や給電。災害時の避難所をはじめ、需要
は大きくなっています。ターゲットは、非常用に備蓄
を進める自治体や一般家庭ですが、レジャー用途

■ 開発の社会背景・ニーズ

自然災害が頻発する日本。現
代では、スマートフォンが情
報の収集や連絡を取るのに欠
かせませんが、停電によって
充電ができなくなるか、でき
たとしても避難所では数時間
待ちという状況が予想されま
す。かつて「防災袋」の必需
品といえば、水・乾パン・ラ
ジオと乾電池でした。しかし、
乾電池では出力・容量不足の
ため、災害などの非常時にも
対応できる高出力・高容量の
非常用電源に注目が集まって
います。

小型ビーズミル試験機

「非常用空気電池」
 共同開発プロセス

基盤研究

2017 年

2018 年

2019 年

共同研究開始

製品化・事業化

環境試験
実証試験セクター

パッケージ
デザイン
デザイン技術
グループ

お問い合わせ
先端材料開発セクター
〈本部〉

TEL 03-5530-2646

先端材料開発セクター
副主任研究員

立花 直樹
た ち ば な   な お き

特集 安全・安心 - 先端材料開発セクター-

先
端
材
料
開
発
セ
ク
タ
ー

試験項目 概要 結果

加速劣化試験 65℃、75％を 28 日間保持
（20℃、10 年の保管を想定） ○※1

温度サイクル試験
20℃/2 h ⇒ 75℃ /4 h ⇒
20℃/2 h ⇒ -20℃/ 2 h
を 4 サイクル

○※1

振動試験 10 ～ 55 Hz、3 方向に 90
分ずつ ○※2

落下試験 高さ 1 m からコンクリート床
に落下 ○※3

短絡試験 4 セル直列で短絡 ○※3

過放電試験 使い切った状態でさらに電流
を流す ○※3

実施した安全性・劣化試験
※ 1　放電特性に変化が見られない　
※ 2　容器の破損がなく、電解液注水後に漏えいがない　
※ 3　発火や破裂がない

共同開発した非常用マグネシウム空気電池の内部構造

表面積が小さいため、触媒活
性が低い。（塊の表面でしか
触媒反応は進行しない）

表面積が大きいため、触媒活
性が高い。（あらゆる粒子表
面で触媒反応が進行する）

凝集状態

理想的な状態

ビーズミル処理

共同開発した非常用マグネシウム空気電池

参考文献
＊1  N. Tachibana, H. Kobayashi, S. Somekawa, K. Shimanoe, 
Electrochemistry, 87, 193–195 (2019).
＊2  N. Tachibana, S. Ikeda, Y. Yukawa, M. Kawaguchi, Carbon, 
115, 515–525 (2017).
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電解液
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MVOC成分の検知によって実用化を目指す
非破壊・非接触での木材腐朽診断
総務省が発表した「平成30年 住宅・土地統計調査」によると、日本国内の戸建て住宅は90%以上が木造。この木造住宅
の倒壊につながりかねない“見えざる危機”が、木材腐朽です。都産技研では、微生物の代謝に伴って生じ、臭気を伴う

「MVOC（揮発性有機化合物）」に着目し、非破壊・非接触で木材腐朽を診断する手法を模索しています。バイオ応用技術
グループの小沼 ルミ 主任研究員に研究内容を聞きました。

判明しました。キノコの種類によっても臭気成
分は異なり、臭気の強度を示すヒートマップ図
を作成したところ、成分ごとの濃度の違いも明
らかになりました。
　さらに、木材の重量が減少したタイミングと、木
材の腐朽が始まり臭気が増えたタイミングが一
致。こうして、臭気の種類と濃度によって、どのよ
うな腐朽菌がどの程度の成長段階であるかとい
うこと、そして木材腐朽の進行状況を推定でき
る可能性が見出されたのです。

腐朽診断には実際の住宅での
実証実験が不可欠

　MVOCによる腐朽診断を実用化させるた
めの難題は、放散される臭気の濃度の薄さ、
弱さです。実験室レベルでは臭気を数値化す
ることができ、腐朽の有無を判定できる可能
性は確かとなりましたが、実際の住宅での腐朽
診断はまた次の段階です。とはいえ、今回得ら
れた知見は、今後MVOCによる腐朽診断を
実現する上で大きな一歩といえます。
　また、腐朽と同様に木が分解してしまう原
因として、木材をエサにするシロアリの存在が
挙げられます。そこで、特定のMVOC成分に
よってシロアリが木材に引き寄せられたり、逆
に忌避したりするケースもあるのではないかと
考え、腐朽とシロアリの行動の相関関係を探
る研究も進めています。
　いずれの研究も、今後は木材劣化診断士や
蟻害・腐朽検査士といった専門家や、腐朽の
防止処理を行う企業、リフォーム関連企業など
との連携が不可欠だと考えています。実際の
木造住宅では、腐朽菌以外の多種多様な物
質から発生する臭気が混ざり合っています。そ
の中で、腐朽菌によるMVOCを高い精度で
選別して診断する手法の開発に、今後も励み
たいと思います。

強度・耐震性を著しく損なう
木造建築物の木材腐朽

　木造建築物は、木にキノコやカビが生えてし
まうと木が腐り、木材構造が分解されて強度
が落ちてしまいます。これが「腐朽」と呼ばれ
る状態で、安全のためには定期的な腐朽診断
が必要です。ところが、木造家屋の重さを支え
る木材の多くは床下や壁の中に隠れているた
め、腐朽診断をしたくても、目視で確認すること
ができません。平常時には多少の腐朽でも倒
壊しませんが、大地震発生時には倒壊の危険
が高まります。実際に、国内で発生した大地震
によって倒壊した木造住宅の調査では、多くの
ケースで腐朽が確認されています。
　腐朽が進んだ木材（質量減少率：10%）の
強度を測定すると、曲げ強さや引張り強さ、衝
撃強さなどでおおむね50％前後の減少が見ら
れます。的確に診断を行い、腐朽が初期症状
であれば薬剤の塗布によって拡大防止につな
がるため、早期診断と検知が有効です。
　現在は床下に潜って、木材の変色や水濡
れを確認する視診や、尖った器具を打ち込ん
で木の硬さを測る触診、叩いて音で確かめる
打診のほか、応力波や電磁波（X線CT）を用
いた非破壊診断も行われています。ただし、木
材自体は非破壊でも、壁紙を剥がして測定機
器を木材に接触させる必要があります。結局
は木材以外の部分を破壊しないと診断でき
ないため、一般の木造住宅で行うことは非現

実的といえます。だからこそ、非破壊かつ非接
触の診断手法が必要なのです。

臭気（MVOC）から木材腐朽菌の種類と
成長段階が推定できる可能性

　新たな診断手法に挑んだ着想の原点は、私が
都産技研に入職して以来、継続して室内環境に
おける微生物および木材から放散されるMVOC
（揮発性有機化合物）に関する試験・研究を
行っていたことです。MVOCの試験・研究結果
を活かして目視での確認が困難な場所で起きる
木材腐朽を、壁の内部で滞留する臭気によって
診断できないかと考えました。この手法を確立で
きれば、一般の木造住宅はもちろんのこと、木造
文化財の診断や保護などにも応用できると考え
たのです。
　実験に用いたのは、主に褐色腐朽菌オオウズ
ラタケと、白色腐朽菌カワラタケという2種類の
キノコ。これらをブナとスギの2種類の木材で観
察しました（写真1）。
　使用した実験装置は、加熱脱着ガスクロマト
グラフ質量分析およびヘッドスペース固相マ
イクロ抽出ガスクロマトグラフ質量分析を行う
「GC-MS」と、プロトン移動反応質量分析を行う
「PTR-MS」の2種類。いずれも都産技研の保
有装置です。
　ブナの腐朽が2週間から16週間と進行す
るにつれ、オオウズラタケが38種類、カワラタ
ケは22種類のMVOCが放散されることが

■ 既存の MVOC 研究例
・�マツタケを筆頭とする香り成
分を分析する研究

・�殺虫剤などに応用される昆
虫誘引のための研究

・�食品や室内で微生物汚染を
検出するための研究

��ほか

写真 1 
木材腐朽培養の様子
（20×20×20�mmの木片）

お問い合わせ
バイオ応用技術グループ
〈本部〉

TEL 03-5530-2671

バイオ応用技術グループ
主任研究員

小沼 ルミ
 こ ぬ ま  

- バイオ応用技術グループ-

本研究は、都産技研基盤研究のほか、JSPS科研費25850126およ
びJP16K07819の助成により実施されました。
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（20×20×10�mmのスギ辺材、PDA培地）

腐朽期間と質量減少率の関係

褐色腐朽菌（オオウズラタケ）
白色腐朽菌（カワラタケ）

■ 使用した設備と分析方法

「GC-MS」
加熱脱着ガスクロマトグラフ質量分析
ヘッドスペース固相マイクロ抽出ガスクロマトグ
ラフ質量分析

「PTR-MS」
プロトン移動反応質量分析

大地震発生時の倒壊リスクが増大
国内で発生した大震災後に行われた調査では、倒壊した木造家屋の多くで木材腐朽が進行していた。（画像はイメージです）

腐朽前 腐朽後

腐朽の進行 腐朽の進行

特集 安全・安心
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　「データにディザリング（画像の色
数を抑える処理）を施し、白と黒の点
描とすることによってグレーを表現す
る方法に変更しました。色数が二階
調のデータとなるため、都産技研以
外のプリンターで出力しても同様の色
味になるメリットもあります」（加藤）
　点描にしたデータをUVプリンター
で塩ビに印刷し、さらに細部を調整。
約一ヶ月間のトライアンドエラーを経
て、新たなチョーカーのプリントデータ
が完成しました。
　「クリエイターやデザイナーの方々
は、こだわりがあってこそ作品を生み
出すことができるもの。そのこだわり
に追従すべく、変更しやすいように
データを構成し、柔軟に対応できるよ
うに心がけていました」（加藤）
　「データの状態と印刷後の状態で
は風合いが異なるので、その場で試
行錯誤ができたのは大変助かりまし
た。レイアウトについても何度も調整
に応じていただき、理想のデザインを
追求できたと思います」（一力氏）

技術支援や知見から
さらに創作の可能性が広がる

　完成したチョーカーは、2019年4
月に都内デパートにて展示を行いまし

た（写真2）。会場に飾られた垂れ幕
は､都産技研が文字間隔調整などの
デザイン支援を行ったもの。販促ツー
ルとして用いられたDMも、レイアウト
やフォトレタッチといった試作支援を
経て制作されました。都産技研の技
術支援について一力氏は「自分の感
覚にはない、新たな可能性が広がる」
と言います。
　「撮影や印刷など多くの設備がそ
ろっており、さらにデザインの知見から
提案をいただくので、『これならこうし
た表現もできる』とインスピレーション
も生まれます。今後は、3Dプリンター
などほかの機器も積極的に活用して
みたいですね。また、環境に優しい素
材にも挑戦してみたいと考えていま
す」（一力氏）
　「一力様のようなクリエイターの方
には技術的な支援を、製造業の方に
はデザイン的な支援を行うのが、私
たちデザイン技術グループの特長で
す。デザインを形にする、形あるものを
デザインする、どちらも可能であるこ
とが私たちの強みと考えています。デ
ザインで何かお悩みのことがあれば、
ぜひご相談いただければと思います」

（加藤）

クリエイターのこだわりに寄り添い
UVプリンターによって誕生した

アートジュエリー
ジュエリーデザイナーの一力 昭圭 氏が手がける“アートジュ
エリー”は、ガラスやアクリル、ポリ塩化ビニルなどさまざまな
素材を組み合わせるもの。新たなジュエリー製作に、都産技研
の設備や支援サービスを活用しています。一力氏と支援を担当
した都産技研 デザイン技術グループの加藤 貴司 主任研究員
に、支援内容やプロセスについて聞きました。

さまざまな素材を追求する
“アートジュエリー”の世界

　ガラスやアクリル、シルバーなど、さ
まざまな素材を組み合わせたジュエ
リーを手がける一力 昭圭 氏。1983
年に渡米し、ニューヨークでジュエリー
デザインを学んだ後、2001年より活
動拠点を東京に移しました。その後、
都産技研で開かれた講演会をきっか
けに、2012年ごろから機器利用な
どの支援メニューを活用しています。
　「私が手がける“アートジュエリー”
の世界では、それぞれのデザイナー
がジュエリーの素材によって個性を表
現する潮流が続いています。私も、帰
国後から自分なりの素材を探し始めま
した。ガラスや樹脂、アクリルなどを経
て、現在は塩ビ（ポリ塩化ビニル）での
製作を中心に行っています。こうした
素材を扱う上で、個人の設備では限
界があり、都産技研の設備を活用し
ています」（一力氏）
　塩ビ素材のジュエリーを製作する
にあたり、一力氏が思い描いたイメー

ジは「平らなチョーカーの表面に、立
体感のある画像を描く」というもの。
最初のモデルは、写真素材をシルク
スクリーンで塩ビに転写して製作しま
したが、都産技研が提案したUVプリ
ンターを使って、改めてオーダーメー
ド開発支援による試作を行いました。
　「シルクスクリーンは色によって版が
必要になり、印刷後に修正をする場合
は、新たに版を起こさねばなりません。
一方、UVプリンターは版を必要とせ
ず、素材への直接印刷が可能なため、
トライアンドエラーに向いています。一
力様のアイデアをいかに具現化するか
を考え、デザイン技術グループから手
法の提案などを行いました」（加藤）

柔軟な対応と提案で
クリエイターのこだわりを実現

　一力氏がイメージする新たなチョー
カーの図案は、いくつかのカールした
紙片を半円状に並べたもの。しかし、都
産技研ではこのレイアウトをそのまま
画像データにはせず、それぞれのパー

ツの陰影が影響し合わないよう配置し
直して撮影を行いました（写真1）。
　「影がパーツの上にかかった状態
で撮影すると、あとでレイアウトを変更
したくなった場合に、パーツ上に不自
然な影を残したまま切り貼りすること
になります。配置し直して撮影した画
像は、グラフィックデザインシステムで
パーツごとに切り抜き、自由に並べ替
えられるようにしました。レイアウトが
決定したあとは、デザインソフトでパー
ツに人工的に影をつけ、自然な立
体感が出るように処理をしています」

（加藤）
　また、グレーの色味についても調
整を繰り返しました。4色プリントで
グレーを出力した際、わずかに緑が
かったグレーになってしまったのです。
一力氏の理想は「白と黒のみによる
ニュートラルなグレー」でした。

活用
事例

写真1
上：最終イメージのレイアウト
下：陰影が影響しないよう再配置を行い、
　   撮影した画像

写真2
2019 年 4 月に行った都内デパートでの
展示販売会の様子

活用した事業メニュー

・機器利用　・ オーダーメード開発支援

デザイン技術グループ
主任研究員

加藤 貴司

Aki Ichiriki Design

一力 昭圭 氏
 か と う   た か しい ち り き   あ き か

デザイン技術グループ〈本部〉

TEL 03-5530-2180
お問い
合わせ一力氏の作品

都産技研のデザイン支援を
活用して制作された
垂れ幕（右）とDM（下）

06 07T I R I  NEWS  2019  S e p t .



ブランド試験

「繊維・複合材料評価試験」
都産技研は2019年1月、「繊維・複合材料評価試験」をブランド試験として立ち上げました。糸から繊維製
品製造までの技術やノウハウをベースに、評価試験やクレーム解析、試作加工などの総合的な技術支援を
行っています。繊維製品や複合材料について何らかの課題をお持ちの皆さまは、ぜひ一度ご相談ください。

　繊維製品などに対して、染色堅牢度試験、引張試験や通
気性試験などの評価試験を実施しています。吸水性や防し
わ、ピリングなど、多様な試験環境を備えており、JIS規格
で定められた各種評価試験への対応が可能です。

　炭素繊維強化プラスチック（CFRP）などの複合材料に対し、
エックス線CT装置を用いることで繊維配向などの内部構造
を三次元的に観察できます。他にも超音波検査システムやエッ
クス線電子分光分析装置といった評価環境を備えています。

　撚糸機や整経機、横編機などの繊維機械により、糸や編織
物の試作加工が可能です。糸の撚り方や生地の編み方を、さ
まざまなパターンや材料で試すことができ、新たな繊維製
品を生み出すための支援を行います。

　変色や穴あきなどの繊維製品に生
じる事故について、種々の試験を組み
合わせて原因を解析します。原因究明
に留まらず、過去の知見から再発防止
策の検討についても支援を行います。

〈活用事例〉

　繊維の一部が白く変色していると
いうクレームから、クレーム解析試験
を依頼された事例です。ズボンのスト
ライプの部分に白化が生じているこ
とから、当該部分を顕微鏡で拡大した
ところ、ストライプを形成する綿糸の
一部に塩分が集積していることがわ
かりました。長年、繊維製品に携わっ
てきた担当者が、自身の経験を踏ま
え原因解析を行います。

染色堅牢度試験機

エックス線 CT 装置

撚糸機

ズボンのストライ
プの一部に、白化
が生じている。

引張試験機

CFRP の観察結果

整経機

顕微鏡で拡大すると、ストラ
イプの綿糸に塩分が集積し
て白化していたことが判明。

顕微鏡からモニターに映し出された繊維の画像を
解析し、クレームの原因を突き止める。

塩分の集積
した綿糸

◆繊維製品等の評価試験

◆複合材料評価試験

◆糸や編織物の試作加工

◆繊維製品のクレーム解析試験

複合素材開発セクター〈多摩テクノプラザ〉     TEL 042-500-2300お問い合わせ

塩分の集積による白化を検出
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　私たちが支援を行う上で重視して
いるのは、お客さまの話をよく理解す
ること。お客さまのニーズを噛みくだい
て整理し、課題解決につながる有益な
シーズを提供することです。そのため
に、研究開発業務を通して、最新技術
や動向などの情報を収集し、常に知見
を深めています。企業のものづくりプロ
セスを把握することも大切です。職員
には、実際に現場に伺って勉強するこ
とを奨励していますので、企業の皆さ
まにご協力いただければ幸いです。
　技術開発支援部には、“Noblesse 
Oblige（ノブレス・オブリージュ）”とい
うポリシーがあります。この言葉は、フ
ランス貴族の価値観「富める者は与
える」を意味しますが、視点を変えて
「先輩職員は、自身の知恵や経験を
もったいぶらずに後輩に授ける。後輩
は積極的に教えを請う」という考え方
として、部内で共有しています。研究
開発の鍵となる発想力を高めるには、
世代や専門分野を異にする職員間の
コミュニケーションが重要と考えている
からです。今後も、こうした取り組みを
通じて研究開発体制を強化し、中小
企業の皆さまに有益なシーズを提供
していきたいと思っています。

　技術開発支援部は、第三期中期計
画の柱の一つである開発型中小企業
の支援を行う部署で、3つのセクター
から成り立っています。3Dものづくりセ
クターは、3DCAD/CAEやAM装置

（3Dプリンター）を活用した製品試作支
援や高精度寸法、形状計測技術を用い
た品質評価支援を行っています。先端
材料開発セクターでは、高分解能の電
子顕微鏡や化学分析機器を活用し、微
粒子や薄膜を中心とした材料開発を支
援しています。実証試験セクターは、各
種環境試験機の機器利用、熱電対や
電気計測器の校正試験、強度試験や
疲労試験を通して、安全で信頼性の高
いものづくりをサポートしています。
　また各セクターでは、将来必要な技
術や課題解決に役立つ技術の研究
開発に注力しています。3Dものづく
りセクターでは、AM技術・装置の開
発を推進します。AM造形品に成形
回路部品パターンを形成する方法を
確立しました。先端材料開発セクター
では、機能性ホウ素化合物などの新
材料開発を行っています。実証試験セ
クターでは、精度や効率を向上させた
新たな試験法を創出しています。他に
もさまざまな技術シーズを保有してい
ますので、関心のある方は、ぜひ都産
技研のウェブサイトをご覧ください。

開発型中小企業に向けた
専門的サポートを推進

“Noblesse Oblige”を合言葉に
コミュニケーションを図る

都産技研では、平成28年度より第三期中期計画を推進。その主要な事業、開
発型中小企業支援を担う技術開発支援部の取り組みをご紹介します。技術開
発支援部長に最新の研究成果や部の方針を聞きました。

事業化支援本部 技術開発支援部長

清水 研一 

お客さまのニーズを噛みくだき

有益なシーズを
提案する

次号予告　　多摩テクノプラザ所長

連 載 企 画

部長
INTERVIEW
事業化支援本部

vol. 4

し み ず   けんいち

平行部付き試験片による超音波疲労試験
欠陥の多い試験片でも試験体積内で破断さ
せることが可能。

左：3DCAD による設計　右：作製した機器

左：共振中の試験片の変位量分布のシミュ
レーション結果　右：破断した試験片

AM を活用した立体配線
3次元的な電子部品の配置が可能となり、従
来よりも自由なレイアウトを実現。

機能性ホウ素化合物
高い電子受容性と結晶性から、有機半導体デバ
イス向けの材料として有用。【特許出願中】
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次号予告 装飾などの表面処理技術

災害対策用エアーマット

マットのサイズは 182 cm × 50 cm。膨らませると
厚さは 8 cm になり空気の層が床の冷気を和らげる。

手で押すだけで空気が入る
繰り返し使えるエアーマット

　（株）イガラシは、1975年の創業以来、
浮き輪などのビーチグッズを手がけてきま
した。2018年、同社にとって初の災害対
策用品である、「ポンプインエアーマット」
を開発。東日本大震災の際、支援物資に
ビーチマットを送ったことが開発のきっかけ
だったといいます。
　「避難所での寝泊まりに役立ったと感謝
の言葉をいただきました。ただ一方で、膨ら
ますのに手間がかかる、ビニールがこすれ
る音が響くといった問題もあり、災害対策
専用のエアーマットを開発するに至ったの
です」（五十嵐氏）
　「ポンプインエアーマット」はウレタン製
の空気ポンプが内蔵されており、手でポン
プを押すことで簡単にマットを膨らますこ
とができます。排気弁を開ければすぐに空
気が抜け、畳んでコンパクトに収納が可
能。急を要する場面でも、道具や複雑な
手順なしに利用できるように考えられてい

ます。また、触り心地も追求し、生地表面に
はビーチグッズでは扱わないポリエステル
を採用しました。
　「通常、ポリエステル同士は縫い付けて圧
着させるため、空気を密封する製品に向きま
せん。そこで裏側にTPU（熱可塑性ポリウ
レタン）をコーティングした二重構造とし、密
閉性と耐久性を確保しています。初めての
防災関連製品のため、開発はすべて手探
り。生地の開発だけで約1年、全体で約2年
半以上要しました」（五十嵐氏）

ビーチグッズの技術を活かし
幅広い用途の製品を生み出したい

　使い捨ての簡易エアーマットと違い、「ポ
ンプインエアーマット」は繰り返し使用できる
ことが強み。キャンプや登山を趣味とする個
人が購入する例もあり、防災以外の用途も
広がっています。展示会に出展した際は、金
融機関やゼネコンから想定外の引き合いも
ありました。
　「悪天候が予想されるとき、待機のため店

舗や建設現場へ泊まり込むケースがあるそ
うです。保管に場所をとらず、何度も使用で
きる点を評価いただきました」（五十嵐氏）
　同社の主力製品であるビーチグッズ
は、夏を中心とした季節商品。最近は「ポ
ンプインエアーマット」に限らず、オール
シーズンに向けた商品開発を心がけてい
るといいます。
　「ゲリラ豪雨や猛暑など気候が不安定
な中で、商機を夏のみに置くのはやはり不
安な部分があります。ビーチグッズで培った
技術やノウハウを転用できないかと、常に
アンテナを張っていて、すでにキャラクター
グッズや装飾用品といった製品化も行って
います。ポンプインエアーマットについて
は、今後も防災や災害対策関連をはじめ、
アウトドア業界などへのアピールを続けて
いければと考えています」（五十嵐氏）

株式会社イガラシ
代表取締役社長

五十嵐 靖明 氏

ポンプ部分を手で押すとマットに空気が入る。
内蔵ポンプは本製品のために開発し、特許取得済み。
http://www.igarashi-ltd.co.jp/about02/view/60

マットの裏にある排気栓をゆるめれば空気を
抜くことができる。畳めばコンパクトに収納
可能。重さは 670 g。

1975年の創業以来、浮き輪やビニールプールなどの
ビーチグッズの製造販売を手がけ、国内シェアトップ
を誇る。今回、初めて防災用品の開発に至った。

53

ビーチグッズの老舗が知見を活かし
災害対策用エアーマットを開発
ビーチグッズで国内シェアトップの株式会社イガラシが開発した災害対策用のエ
アーマット。内蔵されたポンプや寝心地と耐久性を備えた生地など、培ったノウハウ
を製品に活かしています。

株式会社イガラシ
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料金表

環境技術グループ〈本部〉     TEL 03-5530-2660

設 備 紹 介

環境技術グループ

S P E C  &  P R I C E

項目 Gunyucut　GT     仕様

測定対象 陰イオン類、陽イオン類、有機酸類等

検出器 電気伝導度、シングル四重極質量分析計

測定範囲
（質量分析計） 10 ～ 1250 m/z（ユニットマス分解能）

イオン源
（質量分析計）

加熱型エレクトロスプレーイオン化法
（HESI-II）

スキャンモード
（質量分析計） SIM、フルスキャン

イオンクロマトグラフ質量分析計

主な仕様

お問い合わせ

イオンクロマトグラフ

　液体試料を溶離液（移動相）中に流し、カラムに導入
します。カラム中では、イオン成分の価数やイオン半
径の違いにより、成分が分離されます。これを行う装置
をイオンクロマトグラフ（電気伝導度検出器）といいま
す。イオン成分を質量の違いにより、分析する装置が質
量分析計です。これによりイオンクロマトグラフのみ
では分離同定が不十分であった成分も定性・定量分析
が可能となります。

分析の原理

　イオンクロマトグラフは液体クロマトグラフの一種で、溶液中に含まれる無機
イオンなどや有機酸類などのイオン性物質の測定ができる装置です。排水・水道
水・環境水などの水質分析をはじめ、腐食・スケールなどの原因究明や溶出・燃焼分
解処理と組み合せた材料分析など、幅広い分野で活用されています。本装置では、
一般的な電気伝導度検出器のほかに質量分析計も併設されていることから、電気
伝導度検出器では分離が難しかった成分の分析も可能となります。また、質量分析
計を用いることで測定したいイオン、化合物の同定・定性にも活用できます。

図1　イオンクロマトグラフ質量分析計の概要

材料から溶出する成分の分析

活用事例

図2　溶出試験の様子 図3　有機酸の分離結果比較

依頼試験料金 中小企業 一般
イオンクロマトグラフによる試験

❶定量分析
電気伝導度
検出器によるもの

1 試料 1 成分につき 8,715 円 13,501 円

1 試料中 2 成分目以降 3,030 円 4,027 円

❷特殊なもの　1 試料につき 22,731 円 31,577 円

❸マススペクトル測定　1 試料につき 14,329 円 23,302 円
その他の試験

一般的な処理による試料作製手数料 5,461 円 5,461 円

特殊な処理による試料作製手数料 22,217 円 22,217 円

燃焼分解法による試料作製手数料 7,200 円 13,680 円

廃液

液体試料

サ
プ
レ
ッ
サ
ー

溶
離
液

カラム（イオン成分分離）

質量分析計（MS）

分離困難な成分の同定

電気伝導度検出器

イオン成分検出

電気伝導度

しゅう酸：
m/z 89

MS

こはく酸：
m/z 117

MS

りんご酸：
m/z 133

MS

　電子部品や医療用機器などの製品に使用する材料は
使用用途によっては清浄度の確認が重要となります。各
材料を超純水に浸漬し、イオン成分などを溶出させた
溶出液を本装置で分析するこ
とで、材料の清浄度評価が可
能となります。また、従来の電
気伝導度検出器ではピークの
重なりなどにより分析困難で
あった有機酸類についても、
質量分析計を用いることで成
分の同定が可能となります。
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（地独）東京都立産業技術研究センター

　都産技研のバイオ応用技術グループが、「Bio Japan 2019」
に出展し、医療機器分野の研究・シーズ紹介、技術支援の紹介を行
います。「 Bio Japan 2019 」は、創薬、個別化医療、再生医療、診
断・医療機器、ヘルスケア、環境・エネルギー、機能性食品、研究用
機器・試薬などの分野から、34 ヶ国1,000社以上が参加する、
バイオビジネスにおけるアジア最大の専門展示会です。皆さまの
ご来場をお待ちしています。

　としまＭＯＮＯづくりメッセは、区内を中心とした企業・団体の
高い技術や優れた商品、サービスを広く発信するとともに、企業
間の情報交換を通じて販路拡大を促す産業見本市です。3日間
で約2万人が来場する見込みです。ビジネス向け企画も多数ご用
意しておりますので、ぜひご利用ください。

Bio Japan 2019 に出展します 第 13 回 としま MONO づくりメッセ　出展募集

　都産技研は、板橋区が主催する「第23回 いたばし産業見本市」
の開発・研究エリアに出展し、今年度からスタートした、二つの新
規事業（バイオ基盤技術を活用したヘルスケア産業支援事業、プ
ラスチック代替品の開発・普及プロジェクト）を紹介します。「いた
ばし産業見本市」は、区の産業特性を活かし、多くの製造メーカー
による優れた製品・技術展示が行われる展示会です。

第 23 回 いたばし産業見本市に出展します

開 催 日 時 2019年10月31日（木）　10：00 ～17：30、
2019年11月   1日（金）10：00 ～17：00

開 催 場 所 板橋区立東板橋体育館（板橋区加賀1-10-5）

入　 場　 料 無料

主催者ウェブサイト https://www.itabashi-iie.jp/

主 　 　 　 催 いたばし産業見本市実行委員会事務局
（公益財団法人 板橋区産業振興公社内）

開催概要

開 催 日 時 2019年10月9日（水）～ 11日（金）　10：00 ～ 17:00

開 催 場 所 パシフィコ横浜　展示ホール
（横浜市西区みなとみらい1-1-1 ）

入　 場　 料 5,000円（税込）　※事前登録者は無料

主催者ウェブサイト https://www.ics-expo.jp/biojapan/ja/

主 　 　 　 催 BioJapan 組織委員会
株式会社JTBコミュニケーションデザイン

開催概要

日 時 2020年3月5日(木) ～ 7日（土）
10：00 ～ 17：00（最終日は16：00まで）

開 催 場 所 サンシャインシティ展示ホールB
（豊島区東池袋3-1-4文化会館4F ）

出 展 募 集 2019年11月15日（金）まで

出 展 分 野 製造、食・雑貨、情報・サービス、環境・エネルギー、医療・健
康・福祉など

出 展 料

①標準小間（間口約3 m×奥行約2 m×高さ2.4 ｍ）
   50,000円（税抜）
②ミニ小間（間口約1 m×奥行約0.5 m×高さ2.4 m）
　30,000円（税抜）
　上記のほかに、「起業家チャレンジブース」を設置します。　　　　
　条件や申し込み方法の詳細はウェブサイトをご確認ください。

申 し 込 み ウェブサイト内の専用フォームよりお申し込みください。

募集概要

としまものづくりメッセ実行委員会事務局
（豊島区生活産業課商工グループ内）

TEL 03-4566-2742
E-mail A0029099@city.toshima.lg.jp
ウェブサイト https://www.toshima-messe.jp

お問い合わせ
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